
1.1 事業目的

中部運輸局 令和４年度将来にわたって旅行者を惹きつける地域・日本の新たなレガシー形成事業
「「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」形成事業」（概要版）

1.事業概要

1.2 業務内容

1.3 事業工程
本事業の工程を以下に示す。

■ 事業工程表
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愛知県知多市岡田地区は、江戸時代から昭和30年代まで知多木綿の生産地集積地として栄えた街であり、 最盛期には木綿工
場や商店、劇場などが軒を連ね、約3,000人もの女工が働くほどの賑わいであった。現在も岡田地区には、江戸末期から昭和初
期に建築された建物が多く残っており、国の登録有形文化財を中心とした街並みが形成されている。これらの街並みは地域住民
の努力によって保存されてきたが、近年では少子高齢化などにより保存に携わる担い手が不足し、古民家の取り壊しが行われる
など、街並みの持続的な保全に対する課題も顕在化している。
岡田地区の古き良き日本の魅力を残すノスタルジックな街並みや知多木綿は、日本人にとっては郷愁を感じ、外国人にとって

も日本の歴史文化に触れられる貴重な地域資源である。本調査では、地域住民との連携による街並みの保全・活用や観光交流促
進、知多木綿を活かした賑わいの創出等を、新たなレガシー「共創で輝くノスタルジックなまち」と定義し、レガシー形成に向
けた実現可能性調査(FS調査)や、レガシー形成のための基本戦略となる「知多木綿発祥の地・岡田 〝つむぐ〟､織姫のまちづくり
構想」を作成することを目的とする。
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来訪者調査

クリエイター調査

将来ビジョン・コンセプト

織姫プロジェクト（推進事業）

構想推進体制・仕組みの構築

検討会①

検討会②

検討会③

WS①

WS②

次年度以降への事業展開

インバウンド調査

まちづくり会社など、地域外事業者を含
めた推進体制づくり

調査結果・WS成果を踏まえ、構想の方向
性を定めるビジョン・コンセプトの立案

空き家活用・知多木綿関連事業・知多木
綿体験拠点整備事業PJの立案

本業務の検討を踏まえて設立するまちづ
くり会社を中心とした継続的な事業展開

検討会

（発展的に継続）

事業者調査

ノスタルジックな街並み 知多木綿 活用された古民家

（１）岡田地区及び知多木綿発祥の地に関する調査
●文献調査、地域住民や知多木綿関連事業者等への聞き取り調査などを行い、

知多木綿や機織り文化の歴史や経緯、岡田地区の街並みの形成や保存の
成り立ちなどを調査し、「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のま
ちづくり構想」を作成するための基礎資料を整理する。

（４）検討会（岡田織姫まちづくり検討会）及びワークショップの開催
●中部運輸局、アドバイザー、知多市、知多市観光協会、岡田街並保存会、観光関係事業者・団体、金融
機関関係者等を構成員とした検討会及び、地域住民を対象としたワークショップを開催する。

●検討会やワークショップで出た意見等を「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」
の立案に活用する。

＜検討会（岡田織姫まちづくり検討会）＞
回数：３回
人数：15名程度

＜ワークショップ＞
回数：２回
人数：15～25名程度

「知多木綿発祥の地・岡
田〝つむぐ〟織姫のまち
づくり構想」の立案

●（１）～（３）の調査結
果及び（５）の検討会及
びワークショップで出た
意見等を踏まえて分析・
考察を行い、「共創で輝
くノスタルジックなま
ち」としてのレガシーを
形成するための基本戦略
となる「知多木綿発祥の
地・岡田〝つむぐ〟織姫
のまちづくり構想」を立
案する。

（２）街並み・建物実態調査
●岡田地区の魅力を構成する街並み・
建物につ、アドバイザーや岡田街並
保存会等と連携して現地調査を行う。

●このうちレガシー形成に向けた活用
可能な空き家及び空き家予備軍につ
いて、建物の特徴や構成要素等を
整理する。

①現地調査
②空き家等リスト化
③アドバイザー招聘
④課題・可能性分析

（３）ターゲット別ニーズ調査
● 「共創で輝くノスタルジックなまち」
としてのレガシーの実現に向けて、
主要なターゲットとなる対象にニーズ
調査を行い、持続可能な観光地経営実
現のために効果的な事業展開の可能性
等を分析する。

①来訪者調査
②将来来訪者需要調査
③クリエイター調査
④知多木綿事業者調査
⑤インバウンド調査
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（１）岡田地区及び知多木綿発祥の地に関する調査

文献調査、地域住民や知多木綿関連事業者等への聞き取り調
査などを行い、知多木綿や機織り文化の歴史や経緯、岡田地区
の街並みの形成や保存の成り立ちなどを調査し、「知多木綿発
祥の地・岡田 〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」を作成する
ための基礎資料を整理し、「知多木綿発祥の地・岡田ストー
リー」にまとめた。

⇒知多木綿で岡田地区は栄え、地区内には劇場（喜楽座）ま
であった。そこには、生き生きと青春を謳歌する女工の暮ら
しがあった。

（２）街並み・建物実態調査

岡田地区の魅力を構成する街並み・建物について、現地調
査を行った。このうちレガシー形成に向け活用可能な空家及
び空家予備軍について、岡田街並保存会等と連携して実態調
査を行うとともに、空家等の活用に向けて歴史的価値の高い
建物居住者への意向調査、空家のリスト化を行った。建物の
特徴や構成要素等について整理を行った。 また、街並み景観
や空家等の活用に知見を有するアドバイザーによる現地調査
を実施し、調査結果及びアドバイザーの意見を踏まえ、今後
の活用に向けた課題の整理や可能性の検討を行った。

⇒空家等調査の結果から、３年間で４％の空家が除却されて
おり、さらに空家が倍増している

⇒相続に伴う空家化や建物の除却が進むことが喫緊の課題と
なっている。

（３）ターゲット別ニーズ調査

主要なターゲットとなる対象にニーズ調査を行い、事業展
開の可能性等の分析を行った。 まず、現在岡田地区を来訪す
る来街者調査を行うとともに、将来来街者として見込まれる
愛知県居住者へのインターネット調査、外国人のニーズを把
握するインバウンド調査を実施した。次いで、前項で確認さ
れた空家の活用や、賑わいづくりも期待できるクリエイ
ター・デザイナー調査、事業者調査を実施した。

⇒来街者及び潜在的来街者のニーズから、空家を活用した飲
食店の充実に加え、回遊して一日楽しめる取組み、交通ア
クセスの改善を図っていく必要がある。

⇒条件付きながら空家の活用希望が確認された。実際の活用

にあたっては、個別事業者等の物件条件（立地、広さ、費

用）などを仲介組織によりマッチングさせる仕組みを検討し

ていく必要がある。

2.実施内容
■工場の様子（大正時代） ■岡田ストーリー

■往時のにぎわい（地区内にあった劇場）

棟 件※

棟数 割合 件数 割合

対象建物 283 100% 175 100%

除却 10 4% 8 5%

空家 31 11% 20 11%

空家予備軍 29 10% 19 11%

※敷地の件数

■空家の状況 ■空家の分布状況

24.3%

46.1%
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18.3%

45.4%

28.7%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

機織など色々な体験が楽しめるまち

食べ歩きしながら散策できるまち

古い街並みやなつかしい景色に出会えるまち

歴史のある建物で宿泊が楽しめるまち,

居心地のよいカフェや雑貨店が多くあるまち

各スポットを回遊して一日楽しめるまち

地域の人たちと触れ合えるまち

知多木綿の機織体験メ

ニューの充実 5.1%

名物となる食べ物や食

べ歩きメニュー 26.3%

写真映えする歴史的な

建物・街並みの整備

7.3%

歴史的な建物・街並み

について学べるガイド

ツアー 4.2%

古民家をリノベーショ

ンした宿泊施設 4.0%

古民家をリノベーショ

ンしたカフェ等の飲食

施設や雑貨店等の充実

14.5%

各スポットを回遊

して一日楽しめる

取組み充実 14.0%

地域の人たちと触

れ合えるスポット

や体験 1.6%

バス等でのアクセスの

しやすさ・駐車場の充

実 21.6%

その他 1.3%

[Q5]岡田地区の魅力向上に必要だと思うものは何ですか。あてはまるもの一つお選びください。

(n=449)

■岡田地区の魅力向上に必要なもの（将来来街者） ■期待するまちのイメージ（将来来街者）
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中部運輸局、アドバイザー、 知多市、(一社)知多市観光協会、 岡田街並保存会、観光関係事業者・団体、金融機関関係者等を構成員とした検討会及び、地域住民を対象としたワー
クショップを開催した。

（４）検討会及びワークショップの開催

2.実施内容

議題 意見交換内容

第一回
（１）本事業の目的・内容の共有
（２）各種調査の方法・内容について確認・検討
（３）岡田地区のまちづくりについて意見交換

これまでのまちづく
りの取組について

第二回
（１）各種調査の進捗状況報告
（２）まちづくりワークショップの報告
（３）まちづくり構想（骨子検討案）について

まちづくり基本構想
（骨子検討案）につ
いて

第三回
（１）各種調査の進捗状況報告
（２）まちづくり構想（案）について

ま ち づ く り 構 想
（案）について

１）検討会

第１回検討会の様子 第２回検討会の様子 第３回検討会の様子

２）ワークショップ

意見交換内容

第一回

ワーク１：地域の強み・弱み ワーク２：20年後にどのような地域になりたいか

＜20年後のコンセプト＞

第二回

ワーク１：取組のアイデア・提案 ワーク２：取組みやすい・達成したいプロジェクト

＜テーマ別プロジェクトの内容＞

 
自然と伝統を残した若者が集うまち １

班 

古民家で街をデザインする 

（住民だけでなく地域愛のある外部の方も参画できる） 

 

２
班 

岡田ディズニーランド計画 

（駐車場を整備し、岡田地区との間を商店で繋げる） 

 

３
班 

街並みを守りつつ、若者を中心に盛り

上げる 
４
班 

第１回ワークショップの様子 第２回ワークショップの様子

第１回ワークショップニュース 第２回ワークショップのニュース



中部運輸局 令和４年度将来にわたって旅行者を惹きつける地域・日本の新たなレガシー形成事業
「「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」形成事業」（概要版）

4

３.まちづくり構想

（１）まちづくりビジョン
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（２）４つのプロジェクト
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４. 事業成果

＜岡田地区及び知多木綿発祥の地に関する調査＞
岡田地区及び知多木綿発祥の地に関する調査として、知多木綿発祥の地・岡田ストーリーの作成を行った。

今後はこのストーリーをまちづくり活動でも活用し、まちづくりに関わる人達の拠り所として使われていくこ
とが期待される。

＜街並み・建物実態調査＞
街並み・建物実態調査においては、空家の現状が明らかとなり、令和元年度より対象地区においても空家が

倍増している実態が明らかとなった。空家予備軍意向調査において、古民家を将来的に存続していくためには、
地域が関わった相談先を作っていくことの必要性が確認された。今後に向けて、新たな相談先の確保とともに
アドバイザーからのアドバイスを踏まえ、人的な支援や保全するためのルールづくり、景観の魅力を再発見す
る仕掛けづくりを国の補助事業なども活用しながら実施していくことが望まれる。

＜ターゲット別ニーズ調査＞
ターゲット別ニーズ調査では、来街者調査及び将来来街者調査を通じて、古民家を活用したカフェ等の店舗

の存在が、来街者を誘引することができると確認された。また、歴史的街並み・建物に対する評価も高く、街
並み・建物実態調査で確認された空家・空家予備軍を保全・活用していくことが、岡田の活性化には重要と
なっている。こうしたなか、クリエイター・デザイナー調査及び事業者調査において、条件つきながら空家の
活用希望が確認された。実際の活用にあたっては、個別事業者等の物件条件（立地、広さ、費用）などを仲介
組織によりマッチングさせる仕組みを検討していく必要がある。

＜まちづくり構想の実現化に向けて＞
今回作成したまちづくり構想は、キーマンとなる方々と十分な意見交換を行い、思いを共有しながら立案さ

れたものであるが、具体のプロジェクトについては、今後充実させていく必要があり、令和５年度の国の補助
事業などを通じて内容のブラッシュアップを行い、併せて「（仮）岡田まちづくり会社」の設立に向けての動
きを具体化し、試験的な運用を行っていくことが望まれる。

＜まちづくりの将来展望について＞
知多木綿の最盛期に活躍した女工さんたちが岡田に惹きつけられたように、 時代を超えて現代の女性たちを

惹きつける場としていくためには、ノスタルジックな街並みや古民家を活かした空間の提供等により、女性が
活動し、遊び、暮らす〝つむぐ〟織姫のまちづくりが求められる。同時に、新たなクリエイターの拠点として
創作仲間が集まり、多様な交流活動・創作活動・経済活動を活発化させることで、知多木綿で栄えた往時のに
ぎわいを取り戻す展開へ繋げていくことが望まれる。こうした知多木綿を活かした新たな賑わい創出への取組
みやノスタルジックな街並みの保存・活用を地域一帯で段階的に進めていくことにより、知多木綿発祥の地・
岡田の価値や魅力を、将来にわたって人々を惹きつけるレガシーとして発信し、国内外からの来街者を呼び込
むことが重要である。

１）調査結果からの主な課題（展開）

２）まちづくり構想の実現化及びまちづくりの将来展望
■推進体制のイメージ

■岡田ストーリー ■岡田の古き良き景色 ■岡田での古民家再生事例
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